
１３：００

１３：００

３０

１０

５０

４０

２０

［p.11～p.17］

38

19

89

概要

　授業に出席しなかった場合は、欠課として取り扱われます。遅刻や早退を３回すると欠課１コマ

として取り扱われます。

（定期試験時 　９：００～１０：３０）

（定期試験時 １２：１０～１３：００）

（定期試験時 １０：４０～１２：１０）

　１年生から３年生までは毎朝上記時間にＳＨＲが実施されます。ＳＨＲでは出欠の確認を行い

連絡事項の伝達が行われますが、 8 時 40 分に登校していない場合は欠席として扱われます。

　ＳＨＲの欠課時数は、 皆勤賞・精勤賞［p.81］の対象にはなりませんが、欠席回数が著しく多い場

合は、教務主事及び学生主事の判断で表彰の対象から除外される場合があります。
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上 上

中 12月上旬

上

中

ください。

54

再試験

48

55

（８

０

０

　学業成績の学級順位は原則として評点の平均点の高い順とする。

　ただし、第１学年から第４学年については必修科目（選択必修科目を含む）の評点を用い、第

５学年については、必修科目及び履修登録した選択科目の評点を用いる。

　なお、卒業研究、校外実習、課題学修の評点は順位算定には含めない。

◆　学業成績◆　学業成績

１．

１．

２．

２．

３．

３．

４．

４．

５．

５．

６．
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、 、 、 、 、 、

、

、、

、

[ p.56 ]

２

３

４

　「公欠願」は１に掲げる各項について、それぞれ次に掲げる担当教員の認印を得て原則として２日

前までに（事前に提出できなかった場合は事後すみやかに）教育支援係に提出しなければなりません。

　公欠の各教員への連絡は、教育支援係が「公欠願」により学級の出席簿に公欠の表示をすること

によって行います。

１．

２．

３．

４．
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、

、

、

（１）阪神地区以遠及び四国地区の場合は、当該日のほかにその前後一日ずつを加えた日数以内

（２）中国・九州地区及び近地の場合は、担当教員の判断により加えた日数（時数）以内

（１）原則として、登録選手（正選手と補充選手）に最大限２名の部員を加えた数

（２）当番校になった場合は、別に配慮します。

５．

６．

７．

令和

令和

令和

令和

令和

令和
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◆　校外実習、課題学修及び特別学修

　通常の授業以外で単位として認められるものに、校外実習、 課題学修及び特別学修があります。

校外実習は、原則として第４学年の夏季休業中に企業等で実習し、合格した者に単位が与えられ

る授業科目で、課題学修は、学校が認定した授業を履修し、合格した者に単位が与えられる授業

科目です。また、特別学修は、他高専又は他大学等において履修した授業科目及び本校が適当と

認めた知識・技能審査に、合格又は所定の成果を修めた者に修得を認める単位です。

　これらのことは、「大分工業高等専門学校における校外実習，課題学修及び特別学修に関する細則」

［p.56］ に示されています。

◆　進級、卒業

　第１学年から第２学年へ、第２学年から第３学年への進級や、本校を卒業するためには、出席

状況や成績が基準以上でなければなりません。

　高専を卒業するには、通算修得単位数が 167 単位以上（そのうち、一般科目が 75 単位以上、

専門科目が 82 単位以上、教育課程表に記載されている第４学年と第５学年の科目のうち、課題

学修以外の科目の修得単位数の合計が 62 単位以上）を必要とします。

　これらのことは、「大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規」［p.48］

に示されていますので、よく読んでおく必要があります。

◆　休学、復学

　休学については、「学則第 24 条及び第 25 条」［p.4 ～ 5］並びに「学生準則第８条及び第９条」［p.18］

を参照してください。休学している者が、学年の初めから復学を希望する場合は、３月 10 日ま

でに「復学願」［p.24］ を提出しなければなりません。

◆　外国人留学生の日本語科目について

１. 留学生の一般科目として、日本語科目の授業を次のとおり開講します。

区　分 授業科目 単　位
学年別配当

３年 ４年

日本語科目

日本語Ⅰ ４ ４

日本語Ⅱ ２ ２

２. ３年生の留学生は、「現代文」及び「地理」の授業はありません。

　　４年生の留学生は、「地域日本文学」及び「日本語表現法」の授業はありません。
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校

、
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43

20

●　大分工業高等専門学校緊急連絡網●　大分工業高等専門学校緊急連絡網
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本校では、震度４以上の大きな揺れが来る前に、地震が来ることを知らせる緊急地震速報

（地震到達前放送と地震到達後放送）が自動的に流れます。

【地震到達前放送】

・（警報音）「チャラン チャラン♪」

・「あと１０秒で揺れます。予想震度は○○。身の安全を確保してください。落下物に注

　意してください。」※地震までの猶予時間で繰り返します。

授業中等に地震が発生した場合は、次のとおり対応してください。

１．室内の場合１．室内の場合

（１）机が近くにある場合は、机の下に隠れ、揺れに備える姿勢をとる。

（２）机が近くにない場合は、頭を確保し、天井や書棚など落下・転倒の危険が少ない場所

　　 で低い姿勢を取り、揺れに備える。

（３）ドアの近くにいる場合は、ドアを開ける。（ドアの変形による閉じ込め防止）

２．実験実習室の場合２．実験実習室の場合

（１）倒壊の可能性のある可動物などの危険物から離れ、近くの安全な場所で安全を確保す

　　 る。

３．廊下、階段の場合３．廊下、階段の場合

（１）頭を保護し、照明やガラスのそばから離れ、危険が少ない場所で低い姿勢を取

　　 り、揺れに備える。

（２）手すりなど固定されたものに捕まる。

４．エレベーター内の場合４．エレベーター内の場合

（１）最寄りの階で降りて、揺れに備える。

※周囲に安全が確保できない人がいた場合は、声掛けをして身の安全の確保を促してください。

【地震到達後放送】

・「揺れが収まるまで身を守ってください。落ち着いて行動してください。揺れが収

　まるまで身を守ってください。落ち着いて行動してください。」

揺れが収まってから、校内放送等でその後の指示を行いますので、その場に待機し、安全

第一に落ち着いて行動してください。なお、避難場所と避難経路は次のページの図を参照し

てください。

◆　地震が起きたときの対応について◆　地震が起きたときの対応について
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第８３条　労働衛生コンサルタントの読み替え

第８２条第３項　次のいずれかに該当する者で
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第 ５０条　左の各号の一に該当する者は、測量

第 ５１条　左の各号の一に該当する者は、測量

第 ２７条の５　１級の技術検定を受けることが
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〇　大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規〇　大分工業高等専門学校学業成績の評価及び課程修了等に関する内規
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２ 　第１学年から第３学年までにおいて，原学年に留められた場合における前年度の修得単

位は無効とする。ただし，原学年に留められた者が，当該学年の途中で他の教育機関等へ

進路変更するため退学を希望する場合，前年度の評価は有効とする。
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令和
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名　称　・　等　級 科　目　名 単位数 対象学科 一般・専門の別

実 用 英 語 技 能 検 定 １　級

特 別 学 修（実用英語）

６

全学科

一般科目

　 　 　  〃 　 　 　 　  準１級 ４

　 　 　  〃 　 　 　 　  ２　級 ２

　 　 　  〃 　 　 　 　  準２級 １

T O E I C 800 以 上

特 別 学 修（ T O E I C ）

６

T O E I C 700 以 上 ４

T O E I C 550 以 上 ２

T O E I C 450 以 上 １

T O E I C  I P 800 以 上 ６

T O E I C  I P 700 以 上 ４

T O E I C  I P 550 以 上 ２

T O E I C  I P 450 以 上 １

工 業 英 語 能 力 検 定 １　級

特 別 学 修（工業英語）

４

専門科目

　 　 　  〃 　 　 　 　  ２　級 ２

　 　 　  〃 　 　 　 　  ３　級 １

技 術 士 第 一 次 試 験 特 別 学 修（技術士一次） ３

応 用 情 報 技 術 者
特 別 学 修（情報処理）

４

基 本 情 報 技 術 者 ２

エ ネ ル ギ ー 管 理 士 特 別 学 修 （エネルギー管理） ２

機械工学科

ボ イ ラ ー 技 士 ２　級 特 別 学 修（ボイラー） １

危 険 物 取 扱 者 乙 種 特 別 学 修（危険物取扱） １

３次元CAD利用技術者試験 １ 級
特 別 学 修（３次元 CAD）

２

　 　 　 〃 　 　 　 ２ 級 １

C A D 利 用 技 術 者 試 験 １ 級
特 別 学 修（ C A D ）

２

　 　 　 〃 　 　 　 ２ 級 １

機 械 設 計 技 術 者 ３ 級 試 験 特 別 学 修（機械設計） １
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この細則は，令和３年４月１日から施行する。

３

- 58 -



令和

令和 令和
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令和

令和 令和
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